
 

 

若き演奏家による 

水曜午後の音楽会 
第 105回 ヴァイオリン＆ピアノ Aka Duo 

入場料 前売 1,000円／当日 1,300円（全席指定）※6才以上入場可 

■インターネット https://www.m-shimin-hall.jp/tsurukawa 

■電話 町田市民ホール TEL 042-728-4300  

■窓口 町田市民ホール 1階事務所 

    和光大学ポプリホール鶴川 1階総合案内 

※発売初日は 8:30～インターネット又は電話のみ（電話は座席指定不可） 

 

発売日：2025/5/20（火）  

【予定曲目】 K.シマノフスキ：神話 作品 30より第３曲「ドリュアデスとパン」 他 
 

2025年７月 16 日(水)14:00 開演(13:30開場)  

和光大学ポプリホール鶴川 

【主催】町田市文化施設指定管理共同事業体 

代表団体 一般財団法人 町田市文化・国際交流財団 【町田市文化芸術振興事業】 

  

〒195-0053東京都町田市能ヶ谷 1‐2‐1 

TEL042-737-0252 

小田急線 鶴川駅（北口）より徒歩 3分 

 ※来館者用の駐車場はございません 

 ご来場の際は公共の交通機関をご利用ください 

 

木口 雄人(ピアノ) Yuto Kiguchi  
ハチャトゥリアン国際コンクールピアノ部門第２位（日本人歴代最

高位）、ポーランド音楽国際コンクール室内楽部門優勝、ブラー

ムス国際コンクール最優秀歌曲伴奏賞など多数受賞。ソロ・室内

楽・歌曲伴奏の三分野で国際的に高く評価され、欧州・アメリカ・

日本のコンサートや音楽祭へ出演を続ける。これまでにアムステ

ルダム･コンセルトヘボウ、ウィーン楽友協会、ワルシャワ･フィル

ハーモニック等の主要ホールで演奏、東京フィルハーモニー交響

楽団、アルメニア国立交響楽団、グロセット交響楽団等と協演。

ショパンと彼のヨーロッパ音楽祭、パデレフスキ音楽祭、シマノフ

スキ音楽祭、ウィーン楽友協会音楽祭など数々の音楽祭に出

演。ソロ CD「TOUCH」、森野美咲氏とのデュオアルバム

「Small Gifts」をリリース。ウィーン国立音楽大学大学院歌曲

伴奏科修了、同大ポストグラデュエイト課程室内楽科修了。文化

庁新進芸術家海外研修生、ロームミュージックファンデーション

2020・2021年度奨学生。福武教育文化賞、マルセン文化賞、

岡山芸術文化賞グランプリ、高梁市教育委員会表彰、山陽新聞

奨励賞、2024年度青山音楽賞バロックザール賞。 

松岡 井菜(ヴァイオリン) Seina Matsuoka 
第２回カロル・シマノフスキ国際コンクールにて第 1位及び最優秀現

代音楽作品解釈演奏賞を含む 3つの特別賞を受賞。第 1回ブラチ

スラヴァ舞台芸術アカデミー国際音楽コンクール第 1位及び最優秀

委嘱作品賞。その他に第 8回仙台国際コンクール審査員奨励賞、

第 10回クライスラー国際コンクール特別賞、第 28回青山音楽賞

新人賞など国内外で多数受賞し、ソリストとして大阪交響楽団、セン

トラル愛知交響楽団、ワロニー王立管弦楽団、ポーランド国立放送

カトヴィツェ交響楽団等と共演。また室内楽の分野において、木口雄

人氏とのデュオ“Aka Duo”として第 17回ピネロロ・トリノ国際室

内楽コンクールや第 3回ポーランド音楽国際コンクールなど、出場し

た 3つの国際室内楽コンクール全てで第 1位を受賞。また第 34回

青山音楽賞バロックザール賞を受賞。ロータリークラブ RI第 2680

地区奨学生、RMF'24年度奨学生。相愛大学音楽学部 特別演奏

コースを経て渡欧、現在はウィーン国立音楽大学室内楽修士課程に

在籍。これまでに小栗まち絵氏、M. フリッシェンシュラガー氏、P. 

シューマイヤー氏、S. メンドゥル氏に師事。 

 
アカデュオ 

Aka Duo（アカデュオ） 

ウィーン国立音楽大学で出会ったヴァイ

オリニスト・松岡井菜とピアニスト・木口

雄人により 2018 年結成。“Aka”は、日

本語の《赤》と、英語の「～としても知られ

る」を意味する A.K.A.（=also known 

as） の略を掛けたダブルミーニング。「デ

ュオとしても知られる」という名は、それぞ

れが個々としても活躍しては吸収したも

のを持ち帰り、二人で更なる発展をして

いける、熱く強く輝くデュオにしていこう、

という意味が込められている。 

 2022年、第 26回ロスピリオージ国際

室内楽コンクール（伊）で第１位と聴衆賞

を受賞。2023 年 3 月に行われたピネロ

ロ・トリノ国際室内楽コンクール（伊）にて

優勝。日本人のみで編成されたアンサン

ブルとしては初の快挙となり、審査員のル

ーカス・ハーゲン氏（ハーゲン弦楽四重奏

団 第 1 ヴァイオリン奏者）からは『これ以

上 R.シュトラウスのソナタを素晴らしく演

奏することは誰にもできない』と絶賛され

る。同年 7 月、第 3 回ポーランド音楽国

際コンクール室内楽部門にて、審査員満

場一致の第１位およびミウォシュ・マギン

賞、最優秀現代音楽演奏賞を受賞。昨年

は  "Chopin and his Europe 

Festival 2024" にて鮮やかなデビュ

ーを飾ったほか、欧州・アメリカ・日本で

多くのコンサートや音楽祭へ出演。2025

年 3月にはウィーン楽友協会主催音楽祭

でリサイタルを開催するなど、精力的に活

動している。2024 年度第 34 回青山音

楽賞バロックザール賞受賞。 
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